
令和２年３月１０日 

年末食品一斉監視実施結果について 

年末年始にかけては、例年ノロウイルスによる食中毒が多発すること、また、短期間に多種多

様な食品が大量に流通することから、積極的に食品の衛生を確保し、市民の安全で安心できる

食生活の実現と健康の保護を図るため、１２月１日（日）から１２月３１日（火）までを年末食品一

斉監視期間と定め、食品等取扱施設の監視指導の強化を図りましたので、その結果をお知らせ

します。 

１ 実施期間 

令和元年１２月１日（日）から令和元年１２月３１日（火）まで 

２ 食品衛生監視員等動員数 

（１） 食品衛生監視員   延べ  ７２４ 人（実数 ４５ 人）

（区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所）衛生課、中央卸売市場食

品衛生検査所及び健康福祉局保健所食品安全課） 

（２） 試験検査員      延べ  ５００ 人（実数 ２８ 人） 

（健康安全研究所及び中央卸売市場食品衛生検査所） 

３ 施設の監視指導 

食中毒の原因施設となる頻度が高い施設、重大事案等により継続的な実態把握及び監視指

導が必要な施設等に重点的に立ち入り、食品の衛生的な取扱状況や温度管理の状況、食品表

示等を監視指導しました。 



（１） ア 施設等に関する監視指導施設数  延べ   ８，２８７ 施設 

イ 表示に関する監視指導施設数    延べ   ５，７１３ 施設 

（２） ア 施設等に関する改善指導等の措置数  延べ  ３３１ 回 

イ 表示に関する改善指導等の措置数    延べ   １９ 回 

主な改善指導内容は、食品衛生責任者の未設置や実務講習会未受講、営業許可書等

の不掲示、食品の適正表示等に関することでした。 

これらの施設の営業者等に対して、口頭指導や指導票の交付により改善を指導しまし

た。 

４ 食品等の監視指導 

市内で製造、流通、販売等される食品について、官能検査や収去（抜取）検査を実施しました。

（１） 食品等の官能検査数      １２，４０５ 件（うち、表示の官能検査数 １０，２７７件）

官能検査に基づく表示違反が２４件ありました。 

違反が発見された食品については、販売施設等に対して適正表示がされるまで販売しな

いよう指導するとともに、製造者等を所管する自治体に情報を回付しました。

（２） 食品等の収去（抜取）検査検体数  １４８件（うち、輸入品 ９件）

そうざい及びその半製品、魚介類及びその加工品、食肉製品及び食肉加工品、菓子類、

生鮮野菜・果物及びその加工品、めん類、弁当等について検査を実施しましたが、違反は

ありませんでした。 

５ 大量調理施設に関する監視指導 

食中毒発生防止の観点から、大規模な食中毒が発生する可能性の高い大量調理施設等に対

して重点的に監視指導を実施しました。

（１） 立入検査施設数          ６ 施設 

（２） 改善指導施設数          ６ 施設



６ 生食用又は加熱不十分な食肉等を提供している施設の監視指導 

獣畜及び家きんの食肉等には、食中毒の原因となる菌等が付着している可能性があるため、

食中毒の発生防止の観点から、衛生的な取扱いをすること及び十分に加熱をして提供すること

について指導を行うとともに、客が自ら加熱調理を行う焼肉店等の施設は、十分な加熱や器具

の使い分け等について情報提供を行うよう指導しました。 

（１）鶏肉を取り扱う施設 

ア 立入検査施設数         ５４３ 施設

イ 改善指導施設数           ８ 施設 

（２）鶏肉以外の食肉等を取り扱う施設 

ア 立入検査施設数         ５３１ 施設

イ 改善指導施設数          １０ 施設 

７ 昨年度の実施状況 

※ 昨年度一斉監視実施期間 ： 平成３０年１２月１日～平成３０年１２月３１日

（１） 施設の監視指導 

ア 監視指導施設数 

(ｱ) 施設等に関する監視指導施設数 延べ   ７，０２７ 施設 

(ｲ) 表示に関する監視指導施設数   延べ   ４，９３３ 施設 

イ 改善指導等の措置数 

(ｱ) 施設等に関する改善指導等の措置数 延べ ４２０ 回 

(ｲ) 表示に関する改善指導等の措置数   延べ  ３９ 回 

（２） 食品等の監視指導 

ア 食品等の官能検査数      １３，７９７ 件 

イ 収去（抜取）検査数           １４５ 件 

ウ 違反食品数（全て表示違反）      ７８ 件 
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